
浜松市立賀茂真淵記念館
一般社団法人 浜松史蹟調査顕彰会

◆場所/賀茂真淵記念館 講座室

◆定員/各講座４０名 （申し込み多数の場合抽選）

◆講費/各講座の初回に集金します。欠席された場合、資料を郵送します。

◆申込/①ホームページの申し込み欄、②Eメール、③FAX、④１講座１通の往復ハガキのいずれかの方

法で、住所、氏名（よみがな）、 電話番号、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（お持ちの方）、参加希望講座名（例「記3万葉集巻

六をよむ」）を記入してお申し込みください。①～③の申込みで正しいﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽの記載のある方のみ、E

メールで返信します。※往復ハガキ以外は１回の申し込みで複数の講座の申し込みが可能です。

e-メール kamonomabuchikinenkan@na.commufa.jp
ホームページ httpｓ://www.mabuchi-kinenkan.jp                                           

志都呂宇布見線(５番ポール)、商工会議所
下車北へ徒歩５分。
※急坂道となっております。
●お車／
雄踏街道、商工会議所西信号を北へ坂上が
る。 （国道２５７号線森田町信号を北進）

●バス／
鴨江佐鳴台線(３番ポール)鴨江坂上下車南
へ徒歩７～８分。
※道は平坦です。
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■賀茂真淵記念館 ご案内図

賀茂真淵の学問論である『にひまなび』を、その批判の書である香川景樹『新
学異見』と併せて読んでいきます。そこから江戸時代の文芸・思想のありよう
を多面的に捉えてみようと思います。

日時 ①10月7日(火) ②11月11日(火) ③12月9日(火)

時間 13:30～15:10 受 講 料 1,500円

全３回

講師 藤井嘉章 氏 （立教大学助教）

記１講座真淵の『にひまなび』を
香川景樹『新学異見』とともに読む

賀茂真淵の『うひまなび』をはじめとする江戸時代の注釈書を用いて、百人一首
を読んでいきます。

日時 ①7月4日(金) ②9月5日(金) ③10月17日(金)

時間 13:30～15:10 受 講 料 1,500円

全３回

講師 高松亮太 氏 （東洋大学教授）

記２講座真淵の註釈で『百人一首』をよむⅡ

日本書紀と古事記を比較しながら日本神話を読んでいきます。

日時 ① 6月18日(水) ② 7月2日(水) ③ 7月23日(水)

時間 13:30～15:10 受 講 料 3,000円

全６回

講師 浅岡悦子 氏 （名古屋市立大学非常勤講師）

記４講座 記紀神話を読むⅡ

日時 ④ 8月27日(水) ⑤ 9月3日(水) ⑥ 9月17日(水)

養老末から神亀・天平初年の聖武即位前後の宮廷讃歌群と、旅人・憶良の死、

葛城王への橘姓下賜、藤原広嗣の乱と聖武の彷徨五年、恭仁京造営、難波京遷

都など危機の時代を背景とした主に大伴氏関係の歌群をよんでいきます。

日時 ①10月 1日(水) ②10月 8日(水) ③10月15日(水)

時間 9:30～11:10 受 講 料 3,000円

全６回

講師 松平和久 氏 （元高校・大学教員）

記3講座 万葉集巻六をよむ

日時 ④10月22日(水) ⑤10月29日(水) ⑥11月12日(水)
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講座申込QRコード

申込締切５月１９日(月)

※受講にはテキストとして、講談社文庫、中西進「万葉集 全訳注原文付 (二)」
が必要です。各自でご用意ください。

申込締切 令和７年５月１９日（月） ハガキの場合、５月１９日(月)必着
ハガキの場合、土日、祝日の配達業務が行われないため、十分な余裕をもってご投函ください。

自然災害等により、講座が延期・中止となることがありますのでご承知おきください。

※必ず連絡できる電話番号やメールアドレスを記入してください。

※申し込み締切日後も、空きがある場合は受講を受け付けます。記念館までお問合せ願います。

ふじのくに
文化財保存活用推進団体

〒432-8036 浜松市中央区東伊場一丁目22番2号 TEL(053)456-8050
FAX(053)569-4068
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